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特別支援学校は，特別支援学校のセンター的機能として，これまで培ってきた障がいのある幼児児童生
徒の教育に関する知識や経験等を生かし，地域における特別支援教育の中核的機関としての役割を果たす
ことが求められています。近年，小学校から，発達障がいのある児童に関わる訪問相談の依頼が増え，実
態把握や具体的支援方法についての相談内容がほとんどを占めています。

そこで，発達障がいのある児童についての相談を支援するためのコンピュータソフトを使用したツール
の作成をとおして，特別支援学校におけるセンター的機能の充実につなげようと考えました【図１】。

訪問相談において対象児童の具体的支援方法を検討するためには，まず，対象児童の行動からいくつか
の課題を整理し焦点化します。次に，対象児童の行動を分析し，困っている行動の背景を探ります。この
ような流れで対象児童を見取り，具体的な支援方法を検討することが重要ですが，そうした場合，対象児
童に直接かかわってきていない特別支援学校の教員にとっては，小学校の教員からの児童の行動等の情報
が，対象児童の具体的支援方法を検討するための重要な視点の一つとなります。

このような特別支援学校による小学校への訪問相談における課題は，以下のとおりです。

１ 研究の概要

【図１】特別支援学校におけるセンター的機能の充実に関する基本構想図

２ 訪問相談において児童への具体的な支援方法を話し合うための課題

研究主題

・小学校の教員が，特別支援学校の教員に児童の情報を十分に伝えることができない

・特別支援学校の教員が，具体的支援方法を検討するための手順を提示できない

・特別支援学校の教員が，対象児童を見取る視点を分かりやすく伝えることができない

・限られた時間内で相談を実施しなければならない



(1) 相談支援ツールを使用した訪問相談
特別支援学校による対象児童の在籍校への従来からある訪問相談を図式化したものが【図２】です。相

談支援ツールを使用した児童の在籍校への訪問相談は，【図３】のように「受付」「児童観察」「相談」と
し，今回新たに「相談」をステップ１～３と段階化しました。相談支援ツールは，「相談」のステップ１
・２の効率化とステップ３の充実を図ります。

(2) 相談支援ツールの構成と活用の流れ

相談支援ツールは，表計算ソフト「エクセル」を使用し，相談において実際に使用する「相談内容焦点
化」，「データベース」，「相談記録」の３シート【図４】で構成しています。このツールは，相談ステップ
１から相談ステップ３の各場面で各シートを活用しながら話し合いを進めることにより，対象児童につい
ての共通理解と話し合いの効率化を図ります。

３ 発達障がいのある児童についてのコンピュータソフトを使用した相談支援ツール

【図２】従来からある対象児童の在籍校への訪問相談
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【図３】「相談支援ツール」を使用した対象児童の在籍校への訪問相談
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・特別支援学校の教員が，対象児童の様子や小学校教員等の考えから相談内容を整理・焦点化すること
・特別支援学校の教員が，小学校の教員に具体的支援方法を検討するための手順を示すこと
・特別支援学校の教員が，小学校の教員に対象児童を見取る視点を示すこと
・限られた時間内で，効率的な進め方ができるようにすること

【図４】相談支援ツールの構成と活用の流れ



(3) 相談場面における相談支援ツールの各シートの活用

特別支援学校の教員が，観察記録と「相談内容焦点化」シート【図５】を使って，小学校
の教員と一緒に情報を確認しながら，児童が困っていることは何かを整理し，焦点化を図ります。
児童の実態や背景を常に視覚的に提示されていることにより，特別支援学校と小学校の教

員とが，とらえ違いがないか確認しながら話し合うことができます。

【図５】相談支援ツール「相談内容焦点化」シート（例示）
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特別支援学校の教員が，発達障がいのある児童の行動特徴を「一日の生活場面」「児童
の気になる様子」「児童の具体的つまずき」「推測される具体的背景」「想定される支援方
法」等の分類項目で分類した「データベース」シート【図６】を使って，推測される児童
の行動背景の共通理解を図ります。

「データベース」シートでは，発達障がいのある児童について，特別支援学校と小学校
の教員とが一緒になって，分類項目毎に気になる様子やつまずきなど，一人一人の特徴をデータベー
スの中から選択します。分類項目毎にデータを絞り込みながら，詳しく行動を見取り，行動の背景を
探っていきます。

そして，特別支援学校の教員は，絞り込まれたデータの中から，いくつかの想定される支援方法を
提示します。

【図６】相談支援ツール「データベース」シート（例示）
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(1) 指導実践の概要
岩手県立盛岡となん支援学校に相談の依頼があった小学校において，相談支援ツールを使用した訪

問相談の実践を行いました。

(2) 指導実践の考察
相談に対応した岩手県立盛岡となん支援学校の教諭への意識調査から，相談支援ツールを使用した

訪問相談について，以下のようなことが分かりました。

(1) 成果
相談支援ツールを作成して，ツールを使用した相談を実践し，そこから得られたことをもとに，相

談支援ツールを修正・改善することができました。
また，こうした一連の取組をとおして，発達障がいのある児童についてのコンピュータソフトを使

用した相談支援ツールが，特別支援学校におけるセンター的機能の充実に役立つことが確認できました。

(2) 課題
課題は，以下に挙げる２点です。今後は，以下の内容について，さらに取り組んでいく必要があります。

・相談支援ツールの充実
・相談支援ツールの普及・活用

※本研究で作成した「相談支援ツール」は，岩手教育情報交流ネットで公開しています。

特別支援学校の教員は，「データベース」シートで絞り込み，整理した情報により導きだ
された「相談記録」シート【図７】をもとに，小学校の教員と実際の指導場面や在籍校の現
状を踏まえた具体的な支援方法を話し合います。

これらの具体的な支援方法例が，児童に合った支援方法を考えるヒントとなります。

４ 児童の在籍校への訪問相談における「相談支援ツール」を使用した指導実践

５ 研究の成果と課題

・相談支援ツールのうち，「相談内容焦点化」シートは，児童の実態や背景を常に視覚的に提示され

ていることにより，特別支援学校と小学校の教員とが，とらえ違いがないか確認しながら話し合う

ことができ，児童を共通理解する上で効果的でした。

・「データベース」シートは，「一日の生活場面」「児童の気になる様子」「児童の具体的つまずき」「推

測される具体的背景」の順で提示されることにより，特別支援学校と小学校の教員とが，児童の行

動背景を一緒に詳しく探っていくことができ，児童の共通理解に効果的でした。

・相談支援ツールは，コンピュータソフトを使用しツール化されていることにより，特別支援学校と

小学校の教員とが，相談場面での話し合いの要点を常に視覚的に確認することができ，効率的に話

し合いを進めることに効果的でした。
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【図７】相談支援ツール「データベース」シート（例示）

個別の指導計画への活用ができるように，「優先項目」「実態」

「児童の具体的つまずき」「推測される具体的背景」「想定される支

援方法」「メモ」「目標」「その後の様子」等の項目を設定しました。

「データベース」シートで選択したデー
タが表示されます。児童への具体的な支援
方法を考えるヒントになります。


